
 

科目分類 看護専門科目 統合看護 開講時期 ４年 後期 

授業科目 家族看護学 

選択／必修 選択 単位数（時間数） ２単位 ３０時間 授業形態 講義 

担当教員 濵園 環 

メールアドレ

ス 
t-hamazono@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 

何時でも可(事前アポイント必

要) 

 

授業目的 

以前は患者の背景として捉えられていた家族であるが,入院の短縮化や在宅療養,少

子・高齢社会がすすむなかでケアすべき対象として捉えられるようになってきた。本科

目では,家族看護の基本概念,家族の発達・構造・機能について理解し,家族看護の方法(ア

セスメント・介入技術)について,実践に結びつける準備ができることを目的とする。 

授業概要 

家族問題は家族員の健康問題の発生に起因することが多いが,時代の変化とともに家

族形態は変化しさまざまな状況・諸問題に応じた援助が必要となっている。家族看護に

関する諸理論を活用し,本来の家族機能を高め,意思を尊重し,健康増進に向かえるよう

な家族看護の展開について学修する。 

授業内容 

第 1回 家族看護の発展と変遷,家族看護の目的と特徴  

第 2回 家族とはー家族をめぐる基本概念 

第 3～4回 現代の家族の特徴と課題  

※レポート課題➀「家族の多様化について」 

第 5回 家族看護のアセスメント①家族発達理論 

※レポート課題②「実習で受け持った家族の発達課題と抱える問題」 

第 6回 家族看護のアセスメント➁家族構造理論(演習: ジェノグラム面接の実践) 

※ジェノグラム面接実践後ルーブリック評価 

第 7～8回 家族看護のアセスメントの視点➂家族機能理論・おもな家族機能尺度 

第 9回 家族システム理論を用いた家族看護の介入技術(円環的コミュニケーション

/リフレーミング) 

第 10回 家族看護実践の実際➀ーストレス性疾患を抱える成人夫婦への介入 

第 11回カルガリー家族アセスメントモデル・介入モデルー発達障害のある子どもの

家族のアセスメントと支援の実際を通して  

第 11回家族看護実践の実際➁ー障害児をもつ家族への援助 

※レポート課題③「事例の中で家族看護の介入技術を考える」  

第 12回家族看護実践の実際➂ー病気や障がいをもつ子どものきょうだい支援 

第 13回家族看護実践の実際④ー地域で療養する高齢者家族への援助(ゲストスピーカー) 

第 14 回家族看護実践の実際ー臨床における家族支援専門看護師の役割と実際(ゲスト

スピーカー)※レポート課題④「家族支援専門看護師の活動の実際について」 

第 15回まとめ 

教科書 

参考書等 

【教科書】系統看護学講座 別巻 家族看護学 著：上別府 圭子 医学書院 2018  

【参考図書】ファミリーナーシングプラクティス―家族看護の理論と実践 : 森山美知子  

医学書院  



 

成績評価 

基準・方法 

定期・授業内試験なし 

レポート課題 4 題およびジェノグラム面接実践後ルーブリック評価(各 20%×5) 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

講義順序・内容は変更することがあります(事前に告知します)。テーマに合わせた講義

(聴講)以外に,ジェノグラム面接の実践,プレゼンテーション・ディスカッション・レポ

ートライティングで理解を深めましょう。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師として小児病棟・NICU,医療的ケア児の家族に関わる特別支援学校での臨床経験,

発達障害児家族会での介入支援と研究活動を活かして教授します。 

 


